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ベトナムでのプログラムに参加して、最も印象的だったのはベトナムの人の開放感です。国ごとに区切って考

えるのは時に思い込みを生みますが、やはり生まれ育ってきた土地の風土、文化に国民性が醸成されていくと

いう面は否めないと感じました。初めて入ったフォーのお店で、極めて自然にベトナムの人と相席することに

なり、その方と互いに Google 翻訳を見せ合いながら会話しました。主要なコミュニケーションの手段である言

語が通じないにも関わらず、相手に対して壁を作らないそのベトナム人とは、下手したら日本人同士の場合よ

りも、親しくなれたような気がしました。プログラムで、共同発表の準備をした際、ベトナムの友達にコミュ

ニケーションの在り方について色々掘り下げた質問が出来た時もそれを感じました。ベトナム人には、”

sharing “の文化があると言います。チームワークを大切にして、周りの人との距離感が近い。ベトナムに来て

初めて、日本は清潔すぎたのかもと思いました。物理的にも、人間関係においても。弱みを見せるのを恐れ、

自分のことは自分で済ませようとする日本人の国民性が垣間見たような気がしました。異なる文化の中に放り

込まれることで、自分の文化について初めてよく見えてくることもある。私は大学にいる間で、できる限り多

様な文化に浸ってみたいと思うようになりました。ベトナムに留学する前は、長期的な留学をすることについ

て踏み切れなく感じていましたが、帰ってきた今、来年の後期、交換留学する計画を立てています。言語や文

化が違くたって、私を受け入れてくれて一緒に楽しむことができる仲間がいる、とっても美味しいご飯があ

る、と身をもって知ることができたことが大きかったようです。 

 進路についても、大きな影響を受けました。日本は物質的には豊かですが、ベトナムの方がどことなく生活

が豊かであるように感じました。将来は、日本で思い込まれているような「幸せな人間像」に囚われることな

く、家族や友人と過ごす時間を最大限に楽しみながら、色んな価値観に触れ続けたいと思いました。また、日

本語学部で将来使うかも分からない日本語を専攻にして一生懸命学習を続けるベトナムの人を見て、大学での

学習や、進路の選択で実利的なことにこだわり過ぎないことの魅力も感じました。学問は商売の道具ではな

い。使うかどうかわからないスペイン語の学習の姿勢も変わりそうです。相手が自分の文化に関心を持ってく

れて、この国の言語で話そうとしてくれることがどれだけ私たちを喜ばせ、親近感を沸かせるかを実感したこ

とも関係しているかもしれません。純粋に知ろうとして、理解しようとすること。目的とか意義とかそういう

ことに囚われない、好奇心の働かせ方に、改めて魅せられた気がしました。 

 


